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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ブリッジを介してレンズを保持する環状の左右リムが連結され、この左右リムの外側に
それぞれ鎧を介してテンプルが連結された眼鏡フレームであって、
　該眼鏡フレームは、左右枠部が前記ブリッジを介して連結されるとともに、この左右枠
部の外側にそれぞれ鎧を介してテンプルを連結し、
　前記左右リムは上面に上向きコ字状の溝が形成され、この溝内に前記枠部を位置すると
ともに複数のねじを介して連結し、かつ、
　前記鎧はヒンジを備えるとともに湾曲状をなして前記テンプルの変位を受け取るように
形成したことを特徴とする眼鏡フレーム。
【請求項２】
　前記左右リムは拡径可能であるとともに、レンズの外周を保持した縮径時にねじでその
状態に保持可能となっている請求項１記載の眼鏡フレーム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明はレンズの周囲を保持する左右リムを、内側がブリッジを介して連結されると
ともに、外側に鎧を介してテンプルが取り付けられた左右枠部に着脱可能に取り付けるよ
うにした眼鏡フレームに関するものである。
【背景技術】



(2) JP 4500533 B2 2010.7.14

10

20

30

40

50

【０００２】
　一般に眼鏡フレームにあっては、フルリムタイプ、ツーポイントタイプのものが存在す
る。この場合、レンズの周囲に渡ってリムで保持するフルリムタイプの方が、レンズの保
持や、破損を防止するためには優れている。このフルリムタイプの眼鏡フレームにあって
は、両レンズを全周に渡って保持する環状の左右一対のリムがブリッジによって一体に連
結され、この両リムの内側にそれぞれノーズパッドを保持する脚が取り付けられ、一方、
両リムの外側にはそれぞれ鎧を介して使用者の頭部の側部に当接するテンプルが回動可能
に取り付けられている。
【０００３】
　上記のように構成されている眼鏡フレームにあっては、左右リムはその一部が切断され
て拡径および縮径可能となっていて、拡径してレンズを嵌めた後に切断部をねじによって
一体に固定して縮径状態に保持してレンズを固定し、このことを左右リムのそれぞれに行
うことで眼鏡フレームに左右レンズを取り付けるようになっている。
【０００４】
　上記のようなレンズの取り付け作業を行う際に、両レンズを保持する左右リムはブリッ
ジを介して一体に連結され、すなわち、ブリッジ、左右リム、両鎧、および両テンプルは
一体になっているので、どちらのリムへのレンズの嵌め込み作業時であっても眼鏡フレー
ムの全体を操作しなければならず、レンズの嵌め込み作業が煩雑になってしまうという問
題があった。
　また、左右リムの外側に鎧を介してテンプルがそれぞれ取り付けられているのでテンプ
ルが大きく変位した等の場合には鎧も追従し、この鎧の変位が左右リムに影響するという
問題があった。
【特許文献１】特開２００３－４３４２７号公報（図１参照）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　この発明は、ブリッジ、鎧、テンプル等と一体になっていないリムにレンズを嵌め込ん
だ後に、このリムをブリッジの両側に取り付けることでレンズのリムへの嵌め込み作業を
容易にすることができる眼鏡フレームを提供することを目的とする。
　さらに、この発明は、テンプルが大きく変位して、これに連結する鎧を介してレンズを
保持する左右リムが変位することを全く無くすことができる眼鏡フレームを提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明は、ブリッジを介してレンズを保持する環状の左右リムが連結され、この左右
リムの外側にそれぞれ鎧を介してテンプルが連結された眼鏡フレームであって、該眼鏡フ
レームは、左右枠部が前記ブリッジを介して連結されるとともに、この左右枠部の外側に
それぞれ鎧を介してテンプルを連結し、前記左右リムは上面に上向きコ字状の溝が形成さ
れ、この溝内に前記枠部を位置するとともに複数のねじを介して連結し、かつ、前記鎧は
ヒンジを備えるとともに湾曲状をなして前記テンプルの変位を受け取るように形成したこ
とを特徴とする。また、前記左右リムは拡径可能であるとともに、レンズの外周を保持し
た縮径時にねじでその状態に保持可能となっている。
【発明の効果】
【０００７】
　この発明の眼鏡フレームにあっては、レンズを保持する両リムをブリッジで連結するこ
となく切断部を有する環状とし、レンズを嵌め込んだ状態の左右リムを、ブリッジの両側
に位置する左右枠部にそれぞれ取り付けてねじで固定するように構成した。したがって、
両リムへのレンズの嵌め込み作業が容易であり、しかもレンズを嵌め込んだ左右リムは、
その上面に上向きコ字状の溝が形成されていて、この溝内にブリッジの両側の枠部を嵌め
込むようにして取り付けるので、左右リムの位置決め、すなわち、左右レンズの位置決め
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が確実である。
　さらに組み立てた後の使用時にテンプルが大きく変位してもこの変位が鎧を介して両リ
ムに伝わることが全く無いものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　フルリムタイプの眼鏡フレームにおいて、レンズの左右リムへの嵌め込み作業を、一体
の眼鏡フレームに対して行うのではなく、環状の左右リムに対して行って、レンズを嵌め
込んだ後の左右リムをブリッジの両側に位置する眼鏡フレームの枠部に取り付けて固定す
るようにして眼鏡フレームへのレンズの嵌め込み作業の煩雑さを解消した。さらに、テン
プルの大きな変位時であっても左右リムが変位する恐れを全く無いようにした。
【実施例】
【０００９】
　以下、図面に示すこの発明の実施例について説明する。
　図１にはこの発明による眼鏡フレームを組み立てた状態が示されていて、この眼鏡フレ
ーム１はブリッジ２の両側に連結された左右一対の枠部３、３と、この一対の枠部３、３
の外側にそれぞれ連結された鎧４、４と、両鎧４、４にそれぞれ連結されたテンプル５、
５を有している。
　一方、レンズ７、７を保持する左右一対のリム６、６は前記枠部３、３にそれぞれ連結
されている。
　この鎧４、４は湾曲状をなしているのでテンプル５、５が変位する時は鎧４、４の全体
で変位力を受け取るようになる。
【００１０】
　なお、８、８は両枠部３、３の内側に取り付けられた脚９、９に取り付けられて使用者
の鼻の両側で保持するためのノーズパッドである。
【００１１】
　上記のような眼鏡フレーム１の両枠部３、３と、この両枠部３、３に取り付けられてい
る左右リム６、６との位置関係は図２に詳細に示されている。
【００１２】
　図２において、両リム６、６の上面には上向きコ字状の溝１１、１１が形成され、一方
、前記枠部３、３の幅はリム６、６の溝１１、１１に嵌め込まれる厚みに形成されている
。さらに、前記リム６、６の溝１１、１１の内方側に設けた孔１２、１２に対応する枠部
３、３の部分にはねじ孔１３、１３が螺設されている。
【００１３】
　前記両リム６、６は、その外側部の一部が切断１４、１４され、この切断１４、１４さ
れた部分を挟んで溝１１、１１側には孔１５、１５が、またこの孔１５、１５に対応する
部位にはねじ孔（図示せず）が螺設されている。
　したがって、ねじ１６、１６を緩めることで環状のリム６、６は拡径でき、ねじ１６、
１６を締めることで縮径できるので、拡径時にレンズ７、７を位置し、ねじ１６、１６を
締めつけることで縮径してリム６、６にレンズ７、７を保持する。
【００１４】
　次に、上記のようにレンズ７、７を保持したリム６、６を、その上面に設けた上向きコ
字状の溝１１、１１内にそれぞれ枠部３、３を位置することで枠部３、３にレンズ７、７
を保持したリム６、６を嵌め込み、この後ねじ１７、１７によってリム６、６を枠部３、
３に固定する。
【００１５】
　上記のように構成されている眼鏡フレーム１においてレンズ７、７を取り付ける場合に
は、まずリム６、６にレンズ７、７を嵌め込み、このリム６、６を枠部３、３に固定する
ことでレンズ７、７を取り付けることができて眼鏡フレーム１へのレンズ７、７の取り付
け作業が容易となる。
　しかも、テンプル５、５に、拡げる方向への大きな力が作用して変位して鎧４、４が追
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従したとしても、鎧４、４が直接にレンズ７、７を保持している左右リム６、６に連結し
ていないので、リム６、６が変位するということは全く無いものである。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】この発明による眼鏡フレームを内方から見た状態を示す概略図である。
【図２】この発明による眼鏡フレームを分解した状態を示す概略図である。
【符号の説明】
【００１７】
　１　眼鏡フレーム
　２　ブリッジ
　３　枠部
　４　鎧
　５　テンプル
　６　リム
　７　レンズ
　８　ノーズパッド
　９　脚
　１１　溝
　１２、１５　孔
　１３　ねじ孔
　１４　切断
　１６、１７　ねじ

【図１】 【図２】
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